
     
 
 
 
 
 
10/15 呉市役所の「森の達人」野呂山での研修会へ矢吹 宮岡が参加 募集 20 名 申込者７名 ３名は欠席 
10/16 会報Ｎｏ172 号発送 
10/17 廃材垂木 防腐剤を塗りこみ済み 長さ 2ｍ ４本を１組にしてネジクギで留める ５組作製 
10/23 登山路整備のための杭を作製 丸太の半分を 35ｃｍに切断→３つに割って→先端を打ち込みやすく削る 
10/24 廃材垂木４本組を灰が峰 正面登山路へ４組を担ぐ 矢吹 宮岡。 草刈中の業者にお願い「このコース

は１１/５に登山路の整備をボランティアで行うので早く終わってほしい」と要望 市役所にもお願い済み  

10/25 県道瀬野呉線 妙泉寺・富士霊園の下方 「灰ケ峰山頂近道」入口と第 1 展望台に出る路 草木がひどく

繁っていたので、刈払機ですっきりさせた 
10/26 灰ケ峰 正面登山路 廃材垂木の４本組 ５組を３回に分け担ぎ上げた。夕方、自宅で廃材垂木に防腐剤

を塗りつけ 途中で暗くなり電気をつけて塗り上げた （垂木２０本） 
10/31 ザ・ビック 毎月１１日の黄色いキャンペーンでいただいたギフトカードで注文した手袋がやっと到着 
11/01 灰ケ峰 正面登山路 廃材垂木４本組 ４組を担ぎ上げた                矢吹 宮岡 
11/01 中国自然歩道 大庭山ルート 地元の矢口さん（主婦）がせっせと一人で登山路を整備された。お礼にチョ

ッキ・ヘルメット・手袋・軍足を差し上げたら会費を支払したいといわれるも辞退した。 
11/04 灰ケ峰 正面登山路へ廃材垂木 杭 番線 針金を持参するも杭が足らず、宮岡家まで帰って広兼氏の三人

で杭を作製して 矢吹 宮岡が再度登山して杭・番線・針金を路に並べて例会の準備を終えて下山 
11/05 例 会 
   ところ 灰ケ峰 正面登山路 第 2 展望台（トイレのあるところ）から上方 
   参加者 矢吹（吉浦・前原（焼山・福馬（熊野・広兼（焼山・木村(智)（川尻・片山（黒瀬・石橋（阿賀・宮岡  

９名  檀上・堀は 風邪のため不参加  参加者に手袋・軍足を配布 

    内 容 路肩の杭と廃材垂木４本組を番線・針金で固定 15 組、古木で 10 か所、昨年取り付けしたものも

猪に荒らされていたが再度固定が 25 か所 枯れ古木も活用して路肩（10 所）に取り付けた 
        水路の確保。  路面の凸凹を均す。   刃の有るスコップで傾斜のある路面を均す。 
         本日 1 日で路肩の固定はとても無理、あと数日が必要と覚悟していましたが、みなさんの連系

が巧く行ったためか、予定した路肩は、すべて完了出来た 大変良くなった登山路。 
就職活動が一息したと久しぶりに参加した高 2 の前原君 重い籠を担いでくれてそのうえ、集合写

真を撮るときに一足先に奮闘していた木村さんをわざわざ呼びに登ってくれた（感謝） 
作業終了後 木村さんは、自主的に雑巾でスコップ・ツルハシ・クワを拭いていただいた（感謝） 
 
＊八本松の会員 西谷義孝氏 ３４回東広島市市長杯オープン歌謡選手権大会で最優秀賞を受賞 

ク ラ ウ ン 歌 謡 フ ェ ス テ ィ バ ル 大 会 で 優 秀 賞 -- 29/8/11   

11 月１９日(日)東京のヤクルトホールで全国大会に出場が確定 
○１１月１１日（土）東広島市憩いの森「竜王山」９時～１２時 山のグランドワーク   

集合 7：30 呉信 焼山支店  参加者 福馬 広兼 成田 宮岡 
次回 例会 11 月 18 日土曜日 休山山頂 9 時 集合 広島湾岸トレイル ルートの整備   

      その次の例会 １2 月 3 日日曜日 灰ケ峰 第３展望台 午前９時集合 檜林に沿った路の整備   
＊＊協賛 げんき快福堂(整体院) 呉市広本町３丁目 18-14 73-7001 ≪たまき整形外科≫の２軒隣り  
＊＊ ザ・ピック 毎月１１日 黄色いキャンペーン 当会のボックスへレシートの投函を依頼しましょう 

会 報 
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 サポート・トレッキング・グループ   
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廃材垂木４本を１組 路肩補強材固定前  左から広兼 福馬 矢吹 前原 片山 木村 成田 石橋

 

 

廃材垂木路肩に固定前 正面登山路  路肩に廃材垂木を設置中 

 

 

正面登山路 整備中  正面登山路を整備後 

 

 

番線で杭と廃材垂木を固定中の広兼・成田・矢吹  神山峠から山頂への登山口 撤去前の鉄塔 


